
令和５年度第７回霞ヶ浦自然観察会実施結果 

 

日 時：令和５年１０月２１日（土） １０時～１２時 

テーマ：身近な葉っぱで草笛を吹こう 

場 所：茨城県霞ケ浦環境科学センター野外施設 

講 師：金田 正氏（ちば里山草笛音楽隊） 

野村昭夫氏（ちば里山草笛音楽隊） 

内 容：草笛は、身近にある草木の葉を使って音を出したり、音楽を演奏したりする活動で、

自然に接する１つのツールです。草笛を吹くことは、葉の硬さ、毛の有無などの質感を肌で

感じることであり、音を出すことは自然に親しむ絶好の機会です。 

この観察会では、長年にわたり草笛による自然教育活動に取り組んでいる「ちば里山草笛

音楽隊」の金田さんと野村さんをお招きし、いろいろな草笛の吹き方をレクチャーしていた

だくともに、観察会の後半ではミニコンサートを開催していただきました。 

参加者：２６名（大人１４名、小学生１２名） 

担当職員：４名 

パートナー：７名 

結 果：観察会の前半では、センター野外に生えている何種類かの草や木の葉っぱを使って

草笛を吹いてみる体験をしました。 

 まず、チヂミザサ、ツユクサ、イヌタデ、ミョウガなどの葉を採集し、草笛の基本である

葉笛の吹き方を練習しました。講師の先生から、音が出るしくみ、吹き方の基本、音を出す

コツなどを教えてもらいました。なかなか難しく最初はみんな音を出すことができませんで

したが、５分、１０分と頑張って練習していると、何人かの人からピーピーと音が聞こえる

ようになりました。 

 続いて、葉の形の細長いエノコログサやチガヤの葉を使って拝み笛の練習をしました。両

手に葉を挟んで、ちょうど拝んでいるような格好で吹きます。これもなかなか難しかったで

す。 



 次に、植栽されている樹木トウネズミモチの葉を使って巻き笛の練習をしました。１枚の

葉を丸めて吹き口の方をつぶして吹きます。これも難しいですが、多くの人が音を出すこと

ができました。 

 次に、最も吹きやすく、練習すると音階を出すこともできるようになるというオオムラサ

キ（ツツジ）にチャレンジしました。オオムラサキは生け垣などに普通に使うツツジのなか

まです。これも難しく、音階までは無理でしたが、多くの人が音を出すことができました。 

 最後に、タンポポ（セイヨウタンポポ）の茎を使って茎笛をつくりました。ハサミで茎を

短く切って、吹き口に切れ目を入れ、少しつぶすようにして吹きます。タンポポの季節では

ないので、みんなで吹くには材料が足りませんでしたが、何人かの人がいい音を出すことが

できました。 

 観察会の後半はミニコンサートです。多目的ホール前のデッキに特設会場を設置しました。

里の秋、浜千鳥、見上げてごらん夜の星を、散歩、ふるさと（故郷）の５曲をお二人の先生

が演奏しました。散歩のときは、講師の先生から全員にプレゼントしていただいたダックコ

ールを使って、みんなで伴奏をしました。最後のふるさとは参加者全員で合唱しました。 

 ３オクターブ以上出るという素晴らしい音色、透き通った高い音、うっとりするようなビ

ブラート、参加者の皆さんは息を殺して聞き入っていました。あっという間の２時間でした

が、身近にある葉っぱで体験できるので、参加者の皆さんは家に帰ってからも練習したいと

いっていました。大満足のイベントになったと思います。金田先生、野村先生、素晴らしい

体験をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 



当日資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



当日資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


